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の宿泊施設に３泊以上宿泊した場合に補助。市の投資１６８万円。2011 年は 543 名がこの制度を利
用して平均 5.3泊の宿泊をし、平均宿泊数より 3.2日伸びており、全員が新規の観光客とすると経済
波及効果を始めて計算し、約６０００万円以上となるとなることを明らかにした点は評価できる。（９）
氏が、温泉地域においてヘルスツーリズム転換をおこなった場合の効果について経済経営的手法で分
析した成果は、他にも、鳥取県三朝町三朝温泉の「現代湯治プラン」や高知県室戸市の「タラソテラ
ピー・ツーリズム」等多岐にわたり、ここでは、上記のように一部を説明したが、観光系学会では観
光文化研究、事例研究が多いなかで、経済経営的手法であらためてヘルスツーリズム転換の効果を多
くの事例について数字をもって客観的に証明した点は評価できると思われる。 
 
